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１

ペ
ー
ジ

告
　
示

◯
秋
田
県
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
計
画
の
変
更

（
五
九
〇
・
水
産
漁
港
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
道
路
区
域
の
変
更
及
び
供
用
開
始
（
五
九
一
、
五
九
二
・
道
路
課
）
…
２

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
五
九
三
、
五
九
四
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
五
九
五
・
仙
北
地
域
振
興
局
建

設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

公
　
告

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
の
届
出
（
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林

部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

◯
新
た
な
土
地
改
良
事
業
施
行
の
同
意
（
雄
勝
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
４

教
育
委
員
会
公
告

◯
社
会
教
育
主
事
の
認
定
（
生
涯
学
習
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

秋
田
県
告
示
第
五
百
九
十
号

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七

十
七
号
）
第
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
秋
田
県
海
洋
生
物

資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
十
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
計
画

一
　
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
方
針

１
　
本
県
の
水
産
業
は
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て

は
生
産
量
及
び
生
産
金
額
と
も
次
第
に
増
加
傾
向
を
続
け
、
生
産
量
で

は
昭
和
五
十
年
に
三
万
四
千
ト
ン
、
生
産
額
で
は
昭
和
五
十
二
年
に
百

四
十
億
円
と
ピ
ー
ク
を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
減
少
傾
向
が
続

き
、
近
年
は
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
依
然

と
し
て
低
迷
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
県
北
部
沿
岸
、
男
鹿
半
島
周
辺
及
び
県

南
部
沿
岸
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
水
産
業
が
中
核
産
業
と
な
っ
て

い
る
地
域
も
多
く
、
地
域
振
興
の
た
め
に
も
水
産
業
の
発
展
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
海
洋
生
物
資
源
を
適
切
に
管
理
し
、

か
つ
、
合
理
的
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

２
　
本
県
沖
合
水
域
は
、
寒
暖
両
流
が
交
錯
し
多
種
類
の
魚
介
類
が
生
息

し
て
い
る
が
、
漁
業
生
産
構
造
に
お
い
て
沿
岸
漁
業
を
主
体
と
し
た
小

規
模
経
営
体
が
大
多
数
を
占
め
る
こ
と
か
ら
多
種
少
産
傾
向
を
示
し
て

お
り
、
複
数
の
漁
業
種
類
間
に
お
け
る
漁
場
及
び
資
源
利
用
面
で
の
競

合
が
見
ら
れ
る
な
ど
の
問
題
点
も
多
い
。

一
方
、
海
洋
生
物
資
源
の
現
状
を
見
る
と
、
我
が
国
周
辺
水
域
に
お

い
て
は
そ
の
多
く
が
低
水
準
、
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
県
海

域
に
お
け
る
海
洋
生
物
資
源
も
低
水
準
、
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
状
況
が
継
続
す
れ
ば
、
県
民
、
国
民
の
ニ
ー

ズ
ヘ
の
的
確
な
対
応
の
み
な
ら
ず
、
地
域
経
済
の
発
展
へ
の
重
大
な
支

障
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

３
　
県
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
漁
業
の
管
理
、
資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進

等
種
々
の
保
存
及
び
管
理
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

結
果
、
ア
ワ
ビ
等
の
地
先
資
源
を
始
め
、
近
年
で
は
ハ
タ
ハ
タ
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
広
域
回
遊
資
源
も
含
め
た
多
く
の
海
洋
生
物
資
源
の
保

存
及
び
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
さ
ら
に
海
洋

生
物
資
源
の
適
切
な
保
存
及
び
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
基
本
計
画
に

よ
り
決
定
さ
れ
た
漁
獲
可
能
量
の
都
道
府
県
別
の
数
量
に
つ
い
て
適
切

な
管
理
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。

４
　
漁
獲
可
能
量
制
度
を
適
切
に
管
理
し
、
必
要
に
応
じ
て
漁
業
者
等
の

指
導
又
は
採
捕
の
数
量
の
公
表
等
の
実
効
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
第
一

種
及
び
第
二
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
の
採
捕
実
績
の
的
確
な
把
握
に
努

め
る
こ
と
と
す
る
。

５
　
漁
獲
可
能
量
に
つ
い
て
本
県
に
定
め
ら
れ
た
数
量
に
係
る
管
理
を
適

切
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
海
洋
生
物
資
源
の
分
布
、
回
遊

状
況
、
内
容
、
当
該
資
源
を
取
り
巻
く
環
境
等
の
よ
り
詳
細
な
科
学
的

デ
ー
タ
又
は
知
見
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
当
該
デ
ー
タ
の
蓄
積
又
は
知

見
の
進
展
を
図
る
た
め
に
、
県
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
、
国

又
は
関
係
県
と
の
連
携
の
下
、
資
源
調
査
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
こ

と
と
す
る
。
ま
た
、
資
源
管
理
の
充
実
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て

漁
業
管
理
措
置
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

６
　
特
定
海
洋
生
物
資
源
以
外
の
海
洋
生
物
資
源
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
資
源
管
理
を
推
進
す
る
よ
う
、
従
来
か
ら
の
資
源
管
理
型
漁
業
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

７
　
海
洋
生
物
資
源
の
適
切
な
保
存
及
び
管
理
を
図
る
た
め
、
協
定
制
度

の
活
用
等
に
よ
り
引
き
続
き
漁
業
者
等
に
よ
る
自
主
的
な
資
源
管
理
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
　
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
ご
と
の
漁
獲
可
能
量
に
つ
い
て
本
県
に
定

め
ら
れ
た
数
量
に
関
す
る
事
項

１
　
平
成
十
九
年
の
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
の
知
事
管
理
の
対
象
と

な
る
期
間
及
び
漁
獲
可
能
量
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（一）

ま
あ
じ

平
成
十
九
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
　
　
　
　
　
若
干

（二）

ず
わ
い
が
に

平
成
十
九
年
七
月
か
ら
平
成
二
十
年
六
月
ま
で
　
二
十
四
ト
ン

２
　
平
成
二
十
年
の
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
の
知
事
管
理
の
対
象
と

な
る
期
間
及
び
漁
獲
可
能
量
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（一）

ま
あ
じ

平
成
二
十
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
　
　
　
　
　
若
干

（二）

ず
わ
い
が
に

平
成
二
十
年
七
月
か
ら
平
成
二
十
一
年
六
月
ま
で
　
二
十
二
ト
ン

三
　
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
ご
と
の
漁
獲
可
能
量
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

た
数
量
に
関
し
実
施
す
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

１
　
ま
あ
じ

小
型
定
置
網
漁
業
に
つ
い
て
は
、
行
使
統
数
を
維
持
す
る
よ
う
指
導

す
る
と
と
も
に
、
漁
獲
量
の
把
握
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

大
型
定
置
網
漁
業
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
漁
獲
努
力
量
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
免
許
統
数
に
つ
い
て
は
現
状
ど
お
り
と
し
、
従

来
の
操
業
規
制
と
同
様
の
規
制
に
基
づ
い
て
操
業
す
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
結
果
、
漁
獲
実
績
が
前
年
の
漁
獲
実
績
と
同
程
度
と
な
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
ず
わ
い
が
に

小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
（
手
繰
第
一
種
漁
業
）
と
か
ご
漁
業
に
つ

い
て
は
、
現
状
の
漁
獲
努
力
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
許

可
隻
数
に
つ
い
て
は
現
状
ど
お
り
と
し
、
漁
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
漁

獲
可
能
量
の
管
理
を
推
進
し
、
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

四
　
第
二
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
ご
と
の
漁
獲
努
力
可
能
量
の
う
ち
、
本
県

に
定
め
ら
れ
た
量
に
関
す
る
事
項

平
成
二
十
年
の
第
二
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
ご
と
の
漁
獲
努
力
可
能
量

の
う
ち
本
県
に
定
め
ら
れ
た
量
並
び
に
対
象
と
な
る
採
捕
の
種
類
に
係
る

海
域
及
び
期
間
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

告
　
　
　
　
　
　
示

第
二
種
特
定

海
洋
生
物
資

源

採
捕
の
種

類か
れ
い
固

定
式
刺
し

海
　
域

秋
田
県
地
先

水
面

期
　
間

漁
獲
努
力

量
（
隻
日
）

平
成
二
十
年

二
月
一
日
か

三
千
九
十

九
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２

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日

三
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場

所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

五
　
第
二
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
ご
と
の
漁
獲
努
力
可
能
量
に
つ
い
て
、
採

捕
の
種
類
別
に
定
め
る
量
に
関
す
る
事
項

平
成
二
十
年
の
第
二
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
ご
と
の
第
二
種
特
定
海
洋

生
物
資
源
知
事
管
理
努
力
量
並
び
に
対
象
と
な
る
採
捕
の
種
類
に
係
る
海

域
及
び
期
間
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

（二）

期
間
　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
一
月
九
日

ま
で

秋
田
県
告
示
第
五
百
九
十
二
号

六
　
知
事
管
理
努
力
量
に
関
し
実
施
す
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

１
　
ま
が
れ
い

日
本
海
北
部
の
ま
が
れ
い
の
資
源
回
復
を
図
る
た
め
に
、
国
が
作
成

し
た
「
日
本
海
北
部
マ
ガ
レ
イ
、
ハ
タ
ハ
タ
資
源
回
復
計
画
」
の
着
実

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
し
、
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

な
実
施
を
本
県
と
し
て
実
施
す
る
。

ま
た
、
知
事
管
理
努
力
量
に
係
る
知
事
へ
の
漁
獲
努
力
量
等
の
報
告

に
係
る
迅
速
な
報
告
の
体
制
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
、
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
（
手
繰
第
一
種
漁
業
）
及
び
か

れ
い
固
定
式
刺
し
網
漁
業
（
第
二
種
共
同
漁
業
権
水
域
を
除
く
）
に
つ

い
て
は
、
現
状
の
漁
獲
努
力
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
許

可
隻
数
に
つ
い
て
は
現
状
ど
お
り
と
し
、
従
来
の
操
業
規
制
と
同
様
の

規
制
に
基
づ
い
て
操
業
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
結
果
、
漁
獲
実
績
が

前
年
の
漁
獲
実
績
と
同
程
度
と
な
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

七
　
そ
の
他
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

１
　
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、

よ
り
詳
細
か
つ
正
確
な
資
源
状
況
の
把
握
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

漁
獲
情
報
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
資
源
に
関
す
る
調
査
及
び

研
究
の
充
実
を
更
に
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
小
型
魚
及
び

産
卵
親
魚
の
保
護
等
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

秋
田
県
告
示
第
五
百
九
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
し
、
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

第
二
種
特
定

海
洋
生
物
資

源ま
が
れ
い

採
捕
の
種

類か
れ
い
固

定
式
刺
し

網
漁
業

小
型
機
底

び
き
網
漁

業
（
う
ち

手
繰
り
第

一

種

漁

業)

海
　
域

秋
田
県
地
先

水
面

（
た
だ
し
第

二
種
共
同
漁

業
権
水
域
を

除
く
）

秋
田
県
地
先

水
面

期
　
間

漁
獲
努
力

量
（
隻
日
）

平
成
二
十
年

二
月
一
日
か

ら
平
成
二
十

年
三
月
三
十

一
日
ま
で

平
成
二
十
年

九
月
一
日
か

ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十

一
日
ま
で

三
千
九
十

九六
百
五
十

一

第
二
種
特
定

海
洋
生
物
資

源ま
が
れ
い

採
捕
の
種

類か
れ
い
固

定
式
刺
し

網
漁
業

小
型
機
底

び
き
網
漁

業
（
う
ち

手
繰
り
第

一

種

漁

業)

海
　
域

秋
田
県
地
先

水
面

（
た
だ
し
第

二
種
共
同
漁

業
権
水
域
を

除
く
）

秋
田
県
地
先

水
面

期
　
間

漁
獲
努
力

量
（
隻
日
）

平
成
二
十
年

二
月
一
日
か

ら
平
成
二
十

年
三
月
三
十

一
日
ま
で

平
成
二
十
年

九
月
一
日
か

ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十

一
日
ま
で

三
千
九
十

九六
百
五
十

一

一
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

屋
布
沖
田
面
線

屋
布
沖
田
面
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

四
・
〇
〇
〜
一
一
・
八
〇

四
・
〇
〇
〜
一
一
・
八
〇

四
・
五
〇
〜
七
・
八
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
九
六

〇
・
〇
九
六

〇
・
〇
四
九

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

上
小
阿
仁
村
五
反
沢
字
蛇
ス
コ
岱
二
四
番
二
か
ら
字
堰
根
沢
口
七
番
三
ま
で

〃〃

ＡＢ

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
一
月
九
日

ま
で

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日

三
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場

所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

秋
田
県
告
示
第
五
百
九
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日

（二）

期
間
　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
一
月
九
日

ま
で

秋
田
県
告
示
第
五
百
九
十
三
号

（二）

期
間
　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
一
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

屋
布
沖
田
面
線

屋
布
沖
田
面
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

六
・
〇
〇
〜
一
四
・
八
〇

六
・
〇
〇
〜
二
四
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
九
三

〇
・
〇
九
三

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

上
小
阿
仁
村
五
反
沢
字
五
反
沢
五
〇
番
地
先
か
ら
五
七
番
地
先
ま
で

〃

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

高
岡
追
分
線

高
岡
追
分
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

四
・
六
〇
〜
一
一
・
四
〇

一
一
・
〇
〇
〜
一
一
・
四
〇

一
一
・
〇
〇
〜
三
二
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
四
一
四

〇
・
四
一
四

〇
・
四
〇
八

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

秋
田
市
金
足
鳰
崎
字
三
十
刈
三
番
九
地
先
か
ら
金
足
小
泉
字
三
草
川
谷
地
七
番
一
地
先
ま

で

秋
田
市
金
足
鳰
崎
字
三
十
刈
三
番
九
地
先
か
ら
金
足
小
泉
字
三
草
川
谷
地
七
番
一
地

先
ま
で

〃

ＡＢ

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

一
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

野
崎
十
文
字
線

野
崎
十
文
字
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
二
・
〇
〇
〜
一
二
・
〇
〇

一
二
・
〇
〇
〜
二
一
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
四
〇

〇
・
〇
四
〇

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

横
手
市
十
文
字
町
十
五
野
新
田
字
増
田
道
東
一
〇
八
番
三
か
ら
一
四
五
番
五
ま
で

〃
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ま
で

秋
田
県
告
示
第
五
百
九
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日
付
け
指
令
仙
建
ー
一
五
一
二
ー
四
で

許
可
し
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
同
法
第
三
十
六
条

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町
万
沢
一
万
四
百
七
十
六
番
地

有
限
会
社
峡
南
観
光
開
発
　
代
表
取
締
役
　
伊
　
藤
　
留
　
吉

二
　
開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

仙
北
市
角
館
町
北
野
七
十
一
番
一
、
七
十
一
番
二
、
七
十
二
番
一
、
七

十
三
番
一
、
七
十
三
番
二
、
七
十
四
番
、
七
十
五
番
、
七
十
六
番
、
七
十

九
番
一
、
八
十
番
一
、
八
十
一
番
一
、
八
十
一
番
二
、
八
十
七
番
、
八
十

八
番
、
八
十
九
番
一
、
八
十
九
番
二
、
九
十
番
一
、
九
十
番
二
、
九
十
番

三
、
九
十
番
四
、
小
勝
田
鵜
ノ
崎
五
十
七
番
三
、
五
十
七
番
四
、
五
十
七

番
五
、
五
十
七
番
八
、
五
十
七
番
九
、
五
十
七
番
十
及
び
法
定
外
公
共
用

財
産
（
水
路
の
一
部
）

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
大
館
市
南
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
就
任

の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

大
館
市
池
内
字
池
内
九
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
田
　
達
雄

〃
　
　
櫃
崎
字
上
宅
地
三
十
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
虻
川
　
久
美

〃
　
　
比
内
前
田
字
前
田
二
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
加
賀
谷
敬
孝

〃
　
　
餌
釣
字
屋
敷
五
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兜
森
　
　
久

〃
　
　
赤
石
字
大
道
添
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
賀
谷
　
久

〃
　
　
本
宮
字
八
兵
エ
岱
九
十
六
番
地
三
　
　
　
　
　
　
富
樫
　
安
民

〃
　
　
杉
沢
字
屋
布
二
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
　
重
悦

〃
　
　
比
内
前
田
字
前
田
三
十
七
番
地
一
　
　
　
　
　
　
芳
賀
　
良
一

〃
　
　
本
宮
字
熊
ノ
下
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
澤
　
　
寿

〃
　
　
大
子
内
字
三
ツ
梨
六
十
一
番
地
一
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
良
作

〃
　
　
山
館
字
羽
立
二
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
利
雄

大
館
市
小
館
町
三
番
地
十
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
　
博

〃
　
　
池
内
字
池
内
二
十
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
俊
成

〃
　
　
根
下
戸
町
十
番
地
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
　
健
一

〃
　
　
櫃
崎
字
大
堀
宅
地
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虻
川
　
久
男

〃
　
　
板
沢
字
屋
布
七
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
樫
　
英
悦

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
七
十
九
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
　
富
樫
　
久
男

〃
　
　
櫃
崎
字
沢
頭
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虻
川
　
真
一

二
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

大
館
市
出
川
字
上
野
三
十
一
番
地
六
　
　
　
　
　
　
　
　
虻
川
　
助
司

〃
　
　
根
下
戸
字
下
袋
百
三
十
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
晃
一

〃
　
　
比
内
前
田
字
平
馬
下
段
九
十
四
番
地
一
　
　
　
　
芳
賀
　
佐
助

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
二

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
湯
沢
市

か
ら
協
議
の
あ
っ
た
土
地
改
良
事
業
（
落
合
地
区
基
盤
整
備
促
進
事
業
）
の

施
行
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
十
二
月
十
二
日
同
意
し
た
の
で
、
同
法
第
九

十
六
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
九
条
の
四
第
四
号

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
者
を
社
会
教
育
主
事
の
資
格
を
有
す
る
者
と
し
て
認

定
し
た
の
で
、
社
会
教
育
主
事
の
資
格
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十

五
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日

秋
田
県
教
育
委
員
会
委
員
長
　
太
　
田
　
宥
　
子
　

一
　
現

住

所
　
　
秋
田
県
横
手
市
雄
物
川
町
沼
館
字
宮
ノ
目
二
十
七
番
地

の
一

二
　
氏
　
　
名
　
　
佐
々
木
　
浩
之

三
　
生
年
月
日
　
　
昭
和
四
十
五
年
九
月
九
日

四
　
認
定
年
月
日
　
平
成
十
九
年
十
二
月
三
日

公
　
　
　
　
　
　
告

教

育

委

員

会

公

告

古紙配合率100％

発

行

者

秋
　
　
田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
六
百
七
十
五
円
（
税
込
）

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E
-m
ail:m

atsu
b
ara@

m
atsu

b
arain

satsu
.co.jp


